
14:00～15:00 基調講演 朴勝俊 関西学院大学教授（環境経済学）

“グリーントランジション2035”で行こう！
―再エネ・省エネ投資で
1.5℃目標・電気代削減を実現―

15:00～15:30 関西消費者団体連絡懇談会メンバー

意見サンプル・プレゼンテーション
―こんな意見＆あんな意見を提案します！―

15:30～16:00 参加の皆さん

本日のメイン：みんなで意見作成＆質問交流タイム
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9.24 (火)
14:00～16:00
●大阪産業創造館 5階 研修室D（30名）

●オンライン（Zoomミーティング100名）

参加申込 9月19日(木)締切（定員に達した時点まで）

※申込者には2日前までに参加方法等をご案内します。

＊参加申込Webフォーム
https://ssl.form-mailer.jp/fms/73ec0ac2829344 →

＊FAX参加申込書（下欄）

＜主催＞

関西消費者団体
連絡懇談会

•安全食品連絡会
•コンシューマーズ京都
•滋賀県生活協同組合連合会
•奈良県生活協同組合連合会
•全大阪消費者団体連絡会

（問合先）
電話：06-6941-3745
(平日10～17時）

FAX参加申込（大阪消団連 fax.06-6941-5699）

お名前＊必須 参加＊必須 メールアドレス（ない方は電話番号）＊必須

Zoom・会場

団体名（任意）
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今、日本の温室効果ガス排出の85％を占めるエネルギー分野の基本計画の改定が審議会で議

論されています。

温室効果ガス大量累積排出国である日本が、責任ある気候危機対策となるエネルギー政策を

策定できるかどうかが問われています。

現行計画は「可能な限り原発依存度を低減」としていますが、政府が「原子力の活用」を打

ち出す中で、原発をどうしていくかが改めて問われています。

一人ひとりが真剣に考え、行動するときです

資源エネルギー庁は、幅広い意見を募集するとして「意見箱」を設置しています。提出した

意見は、審議会で資料配布され、webサイトで公表されます（名前は非公表）。

今回の学習会は、参加者一人ひとりが、自分の考えを文章にして「意見箱」に提出する場で

す。わかりやすく論点を解説し、どんな意見を出すのかを考える材料を提供します。

みなさん、お気軽にご参加ください。

意見は、下図の資源エネルギー庁webサイト「エネルギー政策に関する意見箱」のフォームでのみ
募集されています。（郵送、FAX、電話等での受付はされていません。）

https://www.enecho.meti.go.jp/category/others/basic_plan/opinion/2024.html

＊QRコード ＊検索ワード「資源エネルギー庁 意見箱」

（いくつかヒットする場合は、「2024年」の意見箱をクリック）

「エネルギー政策に関する意見箱」に
意見を出しましょう！

意見箱への提出方法

＊送信フォームのボタンを
クリックして右の入力画面へ
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